
（事業実施主体名）株式会社エヌ
事業実施期間令和4年度

（長崎県）

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員 成果目標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

イ 産地内での労働力確保・育成

株式会社エヌ
（出資者：①(公財)長崎県農林水産業担い手育成基金 ②㈱アソウ・
ヒューマニーセンター ③長崎県農業協同組合中央会 ④長崎県）

＜目標＞
１．外国人材の産地間連携に労働力確保に係るマッチング率：80％
２．外国人材派遣に係る満足度 ：80％
＜実績＞R5.2月末時点
１．外国人材の産地間連携に労働力確保に係るマッチング率：１００％
２．外国人材派遣に係る満足度 ：80%
（次年度の派遣の成約率：次年度派遣を受けたいかの割合）

＜課題＞
長崎県では農繁期（11月～6月）の労力支援ニーズは高いものの、夏場（7月～10月）は農閑期となりニーズが低いため、農業者の労働力不足を解決できないため、農業者の
規模拡大意欲の阻害となっている。
＜取組の概要＞
農業者の規模拡大を促し、農業所得の向上を図るとともに、農業の成長産業化をさらに進めるために必要な労働力について、夏場が農繁期がとなる長野県や北海道の産地と
連携した労働力確保が必要であり、本事業では、特定技能外国人材の派遣が認められた「農業」分野での「期間派遣」に取り組む。

令和４年４月からR５年2月にかけて、国外の送り出し機関（カンボジア、インドネシアなど））と連携し、外国人材の面接を実施し、外国人材候補を確保する
とともに、在留資格取得手続きなどの69名の日本への入国作業を進めている。

＜産地外＞
・8月～９月にかけて北海道のJAを対象とした労働力ニーズ調査を実施（オホーツク地域の９JAが回答）
・調査時点において、７JAはすべてが労働力が不足していると回答し、地域が必要とする主な農作業は、①甜菜、にんじんなどの管理作業（播種、移植、除草、
収穫、選別（3月～11月） ②ブロッコリー、ネギ、種馬鈴薯などの選別作業（7月～12月）③乳牛の搾乳作業及び飼料作物の収穫作業（周年）である
・5月から6月にかけて長野県、山梨県の農業法人等を対象にした労働力ニーズ調査を実施
・調査時点においては、いずれの農業法人も労働力が不足していると回答し、必要とする主な農作業は①葉物野菜の収穫作業（5月～7月）、②もも、ぶどう
の選別作業（6月～9月）である。
＜産地内＞
・11月～12月にかけて長崎県のJAを対象とした労働力ニーズ調査を実施（５JAが回答）
・調査時点において、４JAは労働力が不足していると回答し、地域が必要とする農作業は、①ばれいしょ、にんじんの植付・監理、収穫作業（９月～6月）、②い
ちごの収穫、パック詰め作業（12月～5月）、③みかんの収穫作業（11月～12月）、④アスパラの収穫、選別作業（6月～8月）である。



今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働力確保

長崎県の農閑期にあたる7月から１１月まで北海道の小清水地域、斜里地域、女満別地域、北見地域や山梨県、長野県と連携し、長崎県在住の外国人材の期間
派遣を実施。

エ 労働力等のマッチング及びデータベース化

オ 農業の「働き方改革」への取組

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

（事業実施主体名）㈱エヌ
事業実施期間令和4年度

（長崎県）

・小清水地域
労働期間：令和４年７月から１１月
派遣人数：延べ９人
農作業 ：にんじんの選別、馬鈴薯の

澱粉加工作業
宿泊先 ：JA手配の宿舎

・斜里地域
労働期間：令和４年７月から１１月
派遣人数：延べ12人
農作業 ：にんじんの選別
宿泊先 ：JA手配の宿舎

・女満別地域
労働期間：令和４年９月から１１月
派遣人数：延べ４人
農作業 ：種馬鈴薯の選別
宿泊先 ：JA手配の宿舎

・長野県
労働期間：令和４年５月から１２月
派遣人数：延べ32人
農作業 ：レタス等の葉物野菜の収穫
宿泊先 ：農業者、法人が手配した宿舎

※派遣状況
R４年8月（長崎県は農閑期）：長崎県 53人

県外 70人
R５年２月（長崎県は農繁期）：長崎県 １１１人

県外 ３人

・随時、ホームページやパンフレット、説明会等で特定技能外国人材の情報発信を行っており、R５年2月現在県内外から概ね250名の注文を受けている。
また、長崎県の農林技術開発センターと連携し、外国人材の派遣履歴や状況（個人ごとの派遣時期、派遣地域、従事した農作業、希望勤務地等）を把握でき
るデータベースを作成し、県内や県外との効果的な派遣先の検討に活用している。

特に北海道地域においては、受入先側で家電やwifi等を備えた住居や作業場のトイレの設置、農作業マニュアル整備など、労働者に配慮した環境が
整っており、多くの外国人材派遣に繋がった。

・R５年2月に県央地域（川棚町）と島原地域において農業者、JA、農業法人等を対象にした外国人材雇用、受入に係るセミナーを開催
時期：①令和５年２月１０日（金）（県央地域）、②令和５年２月１７日（金）（島原地域）
場所：①川棚町役場、②深江ふるさと伝承館（南島原市）
研修内容：「農業経営における基本的な労務管理」

「特定技能外国人材の特徴と雇用上の注意点」（講師：㈱ノースエイム宮部氏、宮村氏）
出席者：①２１名②56名

・山梨県
労働期間：令和４年６月から10月
派遣人数：延べ９人
農作業 ：もも、ぶどうの選別
宿泊先 ：農業者、法人が手配した宿舎

・北見地域
労働期間：令和４年７月から１１月
派遣人数：延べ６人
農作業 ：馬鈴薯の澱粉加工作業
宿泊先 ：JA手配の宿舎



（事業実施主体名）
事業実施期間令和４年度

（長崎県）

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

①北海道における産地間連携の取組拡大

・本事業では、北海道のオホーツク管内を中心に外国人材の期間派
遣を進めたが、次年度以降は他の地域への取組を拡大する。

②農作業マニュアルの作成

・外国人材に効果的に農作業を習得してもらうために、農作業マ
ニュアルを作成する。

①地域住民と外国人材との交流会の実施
・長崎県と連携し、7月に外国人材22名、地元自治会9名を対象にし
た交流会を実施。当日は、島原国際日本語学校の職員を講師に招
き、日本語を活用したグループワークを実施。

②データベースの作成

・長崎県の農林技術開発センターと連携し、外国人材の派遣状況や履歴、
在留資格の情報や派遣先の情報を整理した派遣管理ソフトを開発
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